
「8年間の取組みの成果と今後」を開催します!第15回 都政報告会
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●女性活躍推進のアップデート
●教育環境のデジタル化とデータ利用による教育の質の向上
●雨水対策と景観の美しさを兼ね備えた
　グリーンインフラの導入
●都市交通政策の強化
●マンション住民に向けた防災施策の強化 等

※駐車場がありませんので電車・バスをご利用下さい。
【電車でお越しの場合】
東急田園都市線　三軒茶屋駅　徒歩3分
※東急田園都市線「三軒茶屋駅」からの
　最寄出口は南口Aです。
【バスでお越しの場合】
東急バス／小田急バス 「三軒茶屋」下車 徒歩5分

4.26
14:00-15:30

【会場】
三茶しゃれなあど

ホール

土
（13：30 受付開始予定）
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福島りえこ
東京都議会議員／世田谷区選出
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昭和46年世田谷区桜上水生まれ、世田谷区新町在住（最寄りは桜新町駅）。東北大学大学院理学研究科
修了後、民間研究機関に22年勤務。平成29年より東京都議会議員（2期目）。会派政調会長代行、
経済・港湾委員会委員

プロフィール

都民ファーストの会東京都議団は、古い政治で不足していた「チャレンジする人への応援」と「未来への投資」を大切にしています。

都民ファーストの取り組みが実を結んでいます。都議会第一回定例会
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前職、技術職だったことから、
技術分野の提案も多く寄せて
いただいています！

第11回都政報告会
「子育てしやすい東京」
から生まれた
事業です

子供向けデジタル体験
　学校での授業をきっかけにプログラミングに興味を
持った子どもたちが、放課後に無料でデジタル技術を学
べる場所「くりらぼ」が東京都内で展開されています！
　令和7年度からは、小中学校を通じて子どもたちへ
の案内を始めることで、さらに多くの子どもたちに学
びの機会が提供されます！

グリーンインフラ
維持管理への都民参画
　知事が進める「グリーンビズ」の一環として令和6
年度は都立公園など30か所に導入されました。
　令和7年度からは民間企業への支援や都民参画も
始まります！

被災者支援の一貫した
情報管理（防災DX）
　2年前から、発災直後からの被災者の状況把握にデジタルを活用するよ
う求めてきました。能登半島地震でも多くの課題が生じた部分です。
　知事より、被災者情報を一貫して把握できるよう取り組むことが表明さ
れました。

共生社会の実現に
向けた取り組み
　都立大での調査を経て、様々なシーンで利用できる
共生社会の理念を表すシンボルデザインを公募する
ことが決まりました！
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第6回都政報告会
「プログラミング教育」
から生まれた事業です

第5回都政報告会「グリーンインフラ」
から生まれた事業です

　商業用車両は自家用車よりも平均走行距離が長く、ZEV化により1台当たりのCO2削減効果が
高いと考えられます。
　都は、国産EVバスやトラックの市場投入を踏まえ、令和7年度から補助上限額を3,500万円か
ら4,200万円に引き上げ、予算規模も拡充しますが、私からは、運輸部門の脱炭素化においては、
自家用車と商業用車両を区別し、商業用車両の置換率に目標を設定するよう求めました。



都民ファーストの会東京都議団による
都民の皆様からの声を形にした政策が、数多く盛り込まれました。

東京都
令和7年度予算

物価高騰対策
15歳以上の全都民に
7,000円のポイント付与
●東京アプリのダウンロードと
　マイナ認証で7,000円分の
　ポイントを付与
●せたペイなどに変換して利用可能
●秋頃開始予定

医療・介護 ｜ 住み慣れた地域で安心して暮らせるように

地域医療を守る
臨時的支援
●病床を持つ医療施設を支援、
　特に高齢者受け入れを強化
●小児・産科・救急医療を支援

●国を上回る人員配置や
　スペース確保、午後7時までの開所や
　長期休業中の昼食提供を支援
●支援員の処遇改善にも助成

●最大10万円の助成を10月から開始
●医療体制整備も支援●9月から実施

交通政策 ｜ 都民の移動手段の確保
シルバーパスの
ICカード化
●制度見直しに向けて、利用実態を把握

シルバーパスの
利用料値下げ
●暫定的に、住民税課税者の負担額を10月から引き下げ

防犯対策

子育て支援 ｜ 出産子育て負担をさらに軽減！

強盗や犯罪から都民を守る
防犯機器の設置を助成

都道府県初！
無痛分娩を支援

認証学童制度で
小1の壁を解消！

保育料第一子
も無償化へ！

●個人宅に防犯カメラなどを
　設置する費用を区市町村が
　助成する場合、一部を
　都が助成（上限2万円）

年最大30万円の
介護職賃上げ
●都独自の介護職
　「居住支援特別手当」
　を継続

地元自治体と連携して地域に応じたサービス水準について整理し、令和8年度に改定する
基本方針に反映することで、都民の足である地域公共交通ネットワークの再構築につなげます。

年間負担額
20,510円 年間負担額

12,000円

10月から
引き下げ

令和５年9月の第12回都政報告会から、議論が進んでいます

●都の長期計画「2050 東京戦略」に
　若者施策を新たに位置付け
●若者の声を都政に反映

●公立・私立問わず都内の幼稚園～高校等に
　採用された教員と都・区市町村の技術職員が対象
●都が奨学金の1/2の150万円を返済

●短期留学は最大90万円（500人/年）、 
　中長期留学は最大135万円＋
　活動費月最大15万円（100人/年）を、
　所得制限なしで助成 ●2026年から派遣開始

若者支援 ｜ 若者の夢を後押しする東京へ

奨学金返済
制度を拡充

若者政策が
重点施策に

大学生を対象とした
海外留学制度を創設！

●悪質なカスタマーハラスメントを
　防止する都条例を
　今年4月から施行
●マニュアルの作成、
　必要機器導入を行う
　企業に40万円の奨励金

●配偶者手当を無くし
　（給与体系へ繰り入れ）たり、
　社会保険加入で手取りが減らない
　取り組みに対して、30万円を助成

●「女性活躍の輪（ＷＡ）」を旗印に、
　管理職登用や賃金格差改善などを
　多角的に支援

女性活躍・働き方改革 ｜ 一人ひとりが活躍できる東京へ
カスハラから都民を守る都独自の女性活躍

推進条例の制定へ
103万円

●緑の持つ機能を災害対策に
　生かすグリーンインフラを
　民間施設と連携して推進

●災害時、防災力の高いマンションを
　都が認証し防災資器材購入を支援
●エレベーター閉じ込め対策機器も対象

●トイレやキッチンカー、
　段ボールベッドなど避難所環境の整備に
　取組む区市町村へ1/2を助成
●ペットの同行・同伴避難も支援対象に

防災対策 ｜ 災害から都民の命を守る首都防衛
都民の約7割が暮らす
マンション防災
を加速！

緑の持つ機能を街づくりに生かす
グリーンインフラ導入を
さらに推進！

避難所改革
の実現へ

都独自に
年収の壁対策を支援


